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⑪

　

八
年

八
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ】

木
簡
は
比
較
的
古
い
時
期
の
遺
構
に
伴
う
も
の
が
多
い
が
、
年
紀
の
あ
る
も

の
は
な
い
。
断
片
や
腐
蝕
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
内
容
的
に
も
全
体
を
通
し

て
の
特
徴
の
よ
う
な
も
の
は
う
か
が
え
な
い
。
こ
の
中
で
は
①
の
里
名
を
列
記

し
た
も
の
が
こ
れ
ま
で
例
を
み
な
い
特
異
な
も
の
で
あ
る
。
里
名
の
う
ち
、
前

里
は
隠
岐
、
青
見
里
は
参
河
と
遠
江
、
石
寸
里
は
土
佐
、
環
里
は
伊
勢
と
参
河

に
み
ら
れ
る
。
な
お
柱
根
に

「
雇
工
春
刀
良
」
と
墨
書
し
た
も
の
が
あ
る
。

９

関
係
文
献

膝
娘
卵
短
腋
　
　
『
昭
和
５．
年
度
平
城
宮
跡
発
据
調
査
概
報
』

同
　
　
　
　
『
同
　
５２
年
度
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

同
　
　
　
　
『
同
　
開
年
度
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

同
　
　
　
　
　
『
平
城
宮
跡
発
据
調
査
出
土
木
簡
慨
報
⑪
』

同
　
　
　
　
『
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
』

同
　
　
　
　
　
『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

μ罵
ぎ

百凹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
聞円
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ドＯ
瀾
∞
』

第
４
図
　
東
院
地
区
出
上
の
柱
根
墨
書

奈
良
。藤
原
官
跡

１

所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
高
殿
町

２

調
査
期
間
　
　
一
九
七
八
年

（昭
和
５３
）
九
月
ｔ
七
九
年
二
月

３

発
据
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部

４

調
査
担
当
者
　
工
藤
圭
章

５

遺
跡
の
種
類
　
宮
殿

・
官
衛
跡

Ｇ

遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
末
ぞ
八
世
紀
初
頭

７

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
七
八
年
度
に
出
上
し
た
木
簡
は
、
藤
原
宮
東
面
北
門
推
定
地
に
南
接
す

る
地
域
で
の
発
据
調
査
で
み
つ
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
当
該
発
掘
地
に
お
い
て

検
出
し
た
主
要
な
遺
構
は
、
宮
東
面
大
垣

・
そ
れ
に
伴
う
渇
濠
と
外
濠
、
掘
立

柱
建
物
二
棟
、
塀

一
、
溝
二
条
、
井
戸

一
基
、
土
壊

一
等
で
あ
る
。
木
簡
は
外

濠
、
内
濠
及
び
井
戸
か
ら
計

一
〇
〇
七
点
出
土
し
た
。

外
濠
　
外
濠
は
東
面
大
垣
の
東
約
二
〇
ｍ
の
と
こ
ろ
を
南
か
ら
北
へ
流
れ
る

素
掘
り
の
溝
で
、
幅
六
ｍ
、
深
さ

一
・
六
ｍ
を
は
か
る
。
堆
積
層
は
大
き
く
三

層
に
わ
か
れ
、
上
中
層
は
土
器
と
多
量
の
瓦
を
ふ
く
み
、
木
簡
は
多
数
の
木
片

と
と
も
に
三
二
八
点
出
上
し
た
。
こ
の
宮
東
面
外
濠
は

一
九
六
七
年
に
も
奈
良

県
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
本
調
査
地
の
北
約
二
〇
〇
ｍ
の
所
で
検
出
さ
れ
、
ま

た
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
で
も

一
九
七
六
年
に
本
調
査
地
の
南
方
六
〇
〇
ｍ

ほ
ど
の
地
点
で
二
個
所
検
出
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
木
簡
の
出
土
を
み
て
い
る
。

九
七
七
年

九
七
八
年

九
七
九
年

九
七
七
年

九
七
八
年

九
七
八
年

九
七
九
年

（加
藤
　
優
）
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閃
Ｉ
Ｂ
〔
風
誦
腱
【＋

木簡出土地付近遺構図 (東面北門付近)

今
回
の
出
土
木
簡
の
う
ち
年
紀
を
も
つ
も
の
は
丙
申
年

全
ハ
九
一Ｃ

の
一
点
で

あ
る
が
、

「
少
初
位
下
」
等
大
宝
令
施
行
後
の
木
簡
も
存
在
し
、
ま
た
郡
制
表

記
の
も
の
も
あ
る
。

内
濠
　
内
濠
は
東
面
大
垣
の
西
約

一
二
ｍ
の
と
こ
ろ
で
検
出
さ
れ
、
幅
二
・

四
ｍ
、
深
さ
○

。
六
ｍ
の
素
掘
り
の
溝
で
あ
る
。
堆
積
層
は
三
層
で
木
簡
は
最

下
層
か
ら
出
上
し
た
。
内
濠
出
上
の
木
簡
は
、
そ
の
九
五
％
ま
で
が
削
り
暦
で
、

付
札
等
が
き
わ
め
て
少
な
か
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
木
簡
は
、
発
掘
区
の

中
央
部
分
で
特
に
集
中
し
て
検
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
内
濠
が
中
央
部
分
至
肩
が

く
ず
れ
、
そ
こ
に
木
簡

・
木
片
等
が
堆
積
し
た
も
の
と
判
断
ざ
れ
る
。
出
土
し

た
木
簡
中
に
は
己
丑
年

全
ハ
八
九
）
の
も
の
が
二
点
存
在
す
る
が
、
大
宝
令
施
行

期
間
中
の
も
の
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

井
戸
　
井
戸
は
内
濠
の
西

一
〇
ｍ
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
径

一
・
五
ｍ
、
深

さ
〇

・
九
ｍ
の
素
掘
り
の
井
戸
で
あ
る
。
木
簡
は
そ
の
最
下
層
か
ら
大
量
の
本

婿
と
と
も
に
出
土
し
た
。
木
簡
は
す
べ
て
削
り
暦
で
、
年
紀
を
も
つ
も
の
は
慶

雲
三
年
の
一
点
で
あ
る
。

な
お
、
内
濠
及
び
井
戸
か
ら
出
上
し
た
木
簡
中
に
は
奴
搾
に
関
係
す
る
も
の

が
多
い
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
後
論

（
正

三
頁
）
参
照
。

Ｓ

木
簡
の
釈
文

・
内
容

外
濠
。
　
「□
□
□
　
　
右
舎
人
親
王
宮
帳
内
」
　

　

　

μ∞受
（∪
憑

露

＞

。
「
子
国
學
而
不
□
×

名
□
不
明
□
　
□
×

ａ
ｇ

×

ａ
９

×
］

ｏ
留
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名
尾
治
國
知
多
郡
贄
代
里
」

名
丸
部
刀
良
二
斗
三
年
九
月
廿
日
」

名
若
狭
國
小
丹
生
郡
手
巻
里
人
口
×

わ壁
　
　
　
　
　
　
　
〔
一４
カ
〕

。
「
　
　
□

一
斗
　
大
根
四
把
×

名
志
麻
國
鳴
郡
塔
志
里
戸
主
大
伴

マ
嶋
」

≒
志
麻
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

「＜
三
野
評
物
部
色
夫
知

御
史
官
ｘ

『春
日
』
奴
安
麻
×

「＜海
諦
佐
々
里
珈移」

「＜
綾
海
高
□
部
行
乃
古
三
斗

『染
』
安
麻
呂
　
『
染
』
恵
口
×

□
□
七
枚
　
慶
雲
三
年
二
月

〒
日

④

　

伊
都
支
宮
奴
婢
×

関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
　
「
藤
原
宮
出
土
木
簡
０
」

奈
良
・紀
寺
跡

所
在
地
　
　
　
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
小
山

調
査
期
間
　
　
一
九
七
八
年

（昭
５３
）
一
月
を
二
月
　
第
二
次
十
二
期

発
掘
機
関
　
　
奈
良
県
立
橿
原
考
首
学
研
究
所

調
査
担
当
者
　
泉
森
咬

・
藤
井
利
章

遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

（紀
寺
）

遺
跡
の
年
代
　
飛
鳥
―
平
安
初
期

遺
跡
お
よ
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

紀
寺
と
い
う
寺
院
は

『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
八
年
七
月
条
に
み
え
る
の
み

で
、
詳
細
は
審
ら
か
で
な
い
が
、
そ
の
記
事
に
よ
り
庚
午
年
籍
の
作
成
さ
れ
た

天
智
九
年

盆
ハ
七
〇
）
こ
ろ
の
創
建
で
、
紀
氏
を
橿
越
と
す
る
寺
で
あ
っ
た
と
推

定
さ
れ
て
お
り
、
平
城
遷
都
と
と
も
に
平
城
京
左
京
五
条
七
坊
に
移
り
、
魂
城

寺
と
号
し
た
。

当
初
の
寺
地
は
明
日
香
村
小
山
の

「
キ
デ
ラ
」
の
小
字
名
を
遺
す
付
近
で
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
明
治
初
年
ま
で
は
礎
石
も
残
存
し
た
ら
し
い
が
、
周
縁
に

い
わ
ゆ
る
雷
文
を
飾
っ
た
特
徴
的
な
複
弁
蓬
花
文
軒
丸
瓦
を
出
土
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
寺
址
は
藤
原
京
左
京
八
条
二
坊
に
当
た
り
、

右
京
の
薬
師
寺
と
同
じ
く
八
条
大
路
に
面
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に

県
営
飛
鳥
緑
地
運
動
公
園
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
四
八
年
度
か
ら

二
次
に
わ
た
っ
て
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
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